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資料説明
資料１－１ ビジョンの策定について
これまでの取り組み，ビジョン策定の必要性

資料１－２ ビジョン策定イメージ
雇用の確保 → 奄美群島の新たな成長へ

資料１－３ 雇用創出のための重点３分野＋２分野
農業，観光，情報＋文化（奄美群島の独自性発揮），定住（人材の確保）

資料１－４ ビジョン策定のための体制案
各島分科会にて，重点３分野＋２分野の民間意見反映

資料１－５ 作業スケジュール
骨子素案＋懇話会提言 → 県の総合調査へ反映
ビジョンの戦略の中身は９月以降の分科会にて協議

資料２－１ ビジョン骨子素案
各市町村総合計画（資料２－２）をもとに事務局（広域）作成

資料２－２ 戦略抜粋」
各市町村総合計画から情報分野を抜粋

資料２－３ 将来像の意見募集
事務局案＋意見 → 最終的な将来像決定材料

資料３－１ 情報分野における独自ビジョン体系イメージ
資料３－２ ビジョン策定スケジュール（案）
資料３－３ ビジョン策定体制について

資料４ ビジョン素案

奄美群島
成長戦略
ビジョンの
概要資料

2/17第2回
策定作業
部会で了承

【課題】

産業自体に一定の熟度がある農業，
観光と比べて，情報分野については
島ごとに企業数，情報通信基盤など
の偏りが大きいため，各島分科会で
の議論に限界がある。

奄美群島ICT協議会で並行して協議
を行い，各島分科会や策定作業部
会の補完する必要性あり。

奄美群島ICT協議会による
情報分野における独自ビジョンの策定

協議事項

基本理念，協議体制，スケジュール・・・



奄美群島成長戦略ビジョンの策定について

前回の奄振法延長時（平成21年）

これまでの地元市町村の取組

基本方針（国が策定）

振興開発計画の案（市町村が策定）

振興開発計画（県が策定）

○「農業・観光/交流・情報」の３分野
○計画期間は１０年間（Ｈ２１～Ｈ３０）
○数値目標を５年間で設定
○事業の定期的評価をＰＤＣＡで実施
○方針に基づく実施計画を５年間で策定

奄美群島の特性を生かし，発展の芽を
成長・育成させる総合的・戦略的施策
「農業・観光/交流・情報」振興計画基本方針

地元１２市町村によって平成２１年６月策定

農業の６次産業化や奄美群島観光物産協会，奄美群島ＩＣＴ協
議会の設立など，地元市町村として３分野における産業振興
に取り組んでいるところであるが，リーマンショック以降の世界
的な経済不況や２カ年連続の豪雨災害などによって，数値目
標の達成状況は低調となっている。

奄美群島成長戦略ビジョン策定の必要性について

奄振法６０年が経過

道路、農業基盤等各種インフラ整備で一定の成果をあげている。
情報インフラや農業基盤整備等まだまだ十分ではないものの、一方で
自立に向けての萌芽がみられる。

今後さらに成長を促進させるため

基本方針や振興開発計画策定に、より地元市町村が主体的に関わること
が求められる。・・・①

また、住民の日常生活圏の広がりや情報化の急速な進展などにより、市
町村が取り組むべき政策課題はますます広がっており、様々な行政サービ
スを効率的・効果的に行うため、広域行政の重要性が増している。

即ち、市町村単独の施策の展開から群島一体となった施策の展開への
シフトである。・・・②

これら（①、②）を踏まえ、新たな奄美群島の成長を実現するためには、地
元市町村自らの手で将来の姿を描き、その責任のもと着実に施策を
実行することが重要である。

奄美群島成長戦略ビジョンの策定および
実現に向けた計画の策定

地元１２市町村長で構成される市町村長会（平成２３年１１月２４日）におい
て，奄美群島成長戦略ビジョンを策定することと，その事務局を奄美群島広
域事務組合とし，同組合の体制についても強化することが了承された。
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奄美群島成長化基本計画（仮称） 実施計画

○奄美群島成長化実現に向けた
重点３分野＋２分野の基本計画

計画の性格・位置づけ

○新たな奄美群島振興のための
制度提言の実現
○奄美群島振興一括交付金の創設
（予算総額の確保）

○計画への国の支援

新たな奄美群島振興に
向けての重点事項

島別展開

○基本計画の施策体系に沿った
実施計画
○計画期間は５年間
○基本計画の基本施策を事業ベース
に掘り下げて具体化

○毎年度の事業計画、特に奄振
非公共事業および一括交付金に
係る事業計画については
実施計画を踏まえて作成する

基本的な考え方

ビジョンに示された将来像の実現

計画の目標

奄美群島成長戦略ビジョン

○将来のあるべき奄美群島の姿を描き、
その実現に向けた取り組みの方向性等を
明らかにする基本構想

○振興の方向性を群島で共有
○重点３分野（農業，観光/交流，情報）
＋２分野（文化，定住）の役割に限った
ビジョンとする。（参考資料）

性格・位置づけ

○10年間後のビジョン
（必要に応じて改訂する）

ビジョンの期間

○基本理念 ○めざすべき将来像
○基本的課題 ○将来像実現に向けた推進戦略

ビジョンの構成

めざすべき将来像

基本的課題１ 基本的課題２ 基本的課題３

推進戦略１ 推進戦略２ 推進戦略３

・
・
・

奄美群島成長戦略ビジョン

基本計画 ビジョンの実現に
向けて作成される計画

基本計画の着実な実施のため
に策定される事業ベースの計画

奄美群島成長戦略ビジョン策定イメージ

奄美群島振興開発
特別措置法

奄美群島振興開発
基本方針

奄美群島振興開発計画

奄
振
審
議
会
意
見
具
申

雇用の確保

島
々
の
連
携
に
よ
る

産
業
振
興

奄美群島の
新たな成長へ

実施計画

地元基本計画
(H21.6策定)の改訂

地元実施計画
(H21.6策定)の改訂

○H26年度～H35年度の10年間
（必要に応じて改訂する）

計画の期間

ビジョン
の実現に
向けた
計画策定

基本施策

取組の
具体化と
着実な
推進

数値目標 優先順位

主体

第４回 奄美群島ICT協議会資料 １－２

3



4

雇用の場創出と仕事量拡充！
（新規雇用目標７４４人+既雇用者３１０人≒１,０６０人）

◎離島のハンディを逆手に（光ファイバー整備の有効活用へ）
◎情報力を生かし他の産業に付加価値を与える対策を

奄美群島ICT協議会の設立
奄美情報通信協同組合の設立
（奄美市内のIT企業による企業共同体）

◎このままでは下降線（従来手法の限界）
◎地域の取組みを下支えしながら、交流人口を増やす抜本的な対策を
◎奄美の魅力である「自然」を生かした観光→世界自然遺産登録

人を呼び込む！（入込客目標８３万人）

①農業
特産品の開発・販売であまみブランド化！

（農業産出額目標３４２億円）

◎農業産出額を飛躍的に伸ばすには課題多く（自然災害、TPP ・・・）
◎限られた農地面積のなかで、付加価値を高めた２次３次～産品開発が急務
（６次産業推進体制必要）
◎特産品の開発・販売は発展途上段階（潜在可能性高く）

各分野を伸ばすためには：新たな付加価値（他地域との差別化）を加える工夫が必要

④文化産業：奄美の魅力である「文化」
を加えた施策の展開

⑤定住促進：産業振興に必要な「人材」
を誘致する施策の展開

特有の文化を
観光産業などに活用

ＩＵターン受入れ
広域窓口の整備

新たな商品開発

群島観光関連組織の集約

観光、物産

雇用
創出
雇用
創出

奄美群島観光物産協会設立

③情報産業

②観光/交流

雇用創出のための重点３分野＋２分野 第４回 奄美群島ICT協議会資料 １－３



奄美群島成長戦略ビジョン策定のための体制案 第４回 奄美群島ICT協議会資料 １－４



国・県・地元連携による奄振法延長に向けた作業スケジュール（想定）

Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度

奄
美
群
島
振
興
開
発
審
議
会
（今

後
の
振
興
開
発
の
方
向
に
つ
い
て
）

奄
美
群
島
振
興
開
発
審
議
会
（意
見
具
申
）

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
改
正

５
月

３
月

６
月

３
月

９
月

５
月

４
月

５
月

６
月

国
奄
振
基
本
方
針

奄
振
計
画
承
認

奄
振
総
合
調
査
報
告
書
〜

振
興
方
策
等
の
検
討

県

奄
美
群
島
振
興
開
発
計
画

奄
振
総
合
調
査
報
告
書
素
案

作
成
・
検
討

奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
作
業
開
始

奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

骨
子
完
成

奄
美
群
島
成
長
戦
略

ビ
ジ
ョ
ン
骨
子
素
案
を

県
に
送
付

地
元

基
本
計
画
・実
施
計
画
完
成

地元計画
の反映

協議

基本計画
実施計画
策定作業

法延長作業

国へ
ビジョン提出

地元意見
の反映

国へ提出

報告書の活用

Ｈ２６～
奄振事業
として実施

次期奄振法

奄振計画
の基礎

奄
美
群
島

成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
完
成

奄
振
総
合
調
査
報
告
書
完
成

Ｈ２３年度
12
月

策
定
作
業
部
会

開
催

１
月

骨子素案
策定作業
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奄美群島成長戦略ビジョン骨子 素案（Ver.2） 平成24年2月6日時点全体体系図

【
農
業
】

【
観
光
】

【
情
報
】

【
文
化
】

【
定
住
】

若
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
島

全
て
の
「
島
ち
ゅ
」が
活
躍
で
き
る
島

世
界
中
の
人
々
が
魅
力
を
感
じ
る
島

市場の拡大
（アジア・世界・消費者層）

人材の確保・育成
（リーダー・担い手）

次世代へ伝承・継承

UIOターン定住促進

奄美群島の魅力
（自然・歴史・文化・人）

世界自然遺産登録

未活用資源
（魅力）の掘り起し

既存資源
（魅力）の磨き上げ

産業の活性化

チャレンジ
（魅力ある仕事・起業）

給与格差・生活環境
仕事・企業の魅力

あらゆる主体
あらゆる場所
あらゆる手法

島興し意識の醸成
体制・制度整備

社会貢献意識

島内・島外
官民・異業種連携

シマ（集落）の維持
コミュニティビジネス

【将来像】 【課題】

課題 課題詳細

【戦略】

コスト（価格）

品質向上

流通交通

差別化

新商品

販路拡大

団体・企業誘致

消費者目線

宣伝

体制整備
人材・組織・制度・設備

ブランド

連携

環境保全

【３分野＋２分野】

奄美群島成長戦略一括交付金（仮称）
など

【財源】

雇
用
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情報分野における独自ビジョン体系イメージ
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若者がチャレンジできる島 全ての「島ちゅ」が活躍できる島 世界中の人々が魅力を感じる島 ･･･奄美群島成長戦略
ビジョンの将来像

情報分野ビジョンの
将来像

・・・ ・・・ ・・・ ･･･

奄美群島情報分野
の課題

ＩＣＴを活用した産業振興 ＩＣＴ人材育成 ＩＣＴ企業・仕事誘致 ･･･

情報分野ビジョンの
戦略

農業へのＩＣＴ利用促進

奄美群島ＩＣＴ協議会

奄美群島ＩＣＴ大賞 定住促進とのパッケージ

･･･奄美情報通信協同組合

ビジネスとＩＴの両面からの底上げ気象データ等の活用 関東奄美ＩＴ懇話会との連携

情報分野ビジョンの
戦略詳細

奄美群島の情報産業１０年後の将来像達成にむけて

誰が（民間，行政，官民，協議会） いつ（１年間，５年間，１０年間） 何に取り組むか？ ･･･



ビジョン策定スケジュール（案）について
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６
月

５
月

４
月

２
月

３
月

21

福
山
委
員
長
・情
報
通
信
協
同
組
合

小
澤
氏
・
広
域

河
野

【
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
打
合
せ
】

27

福
山
委
員
長
・情
報
通
信
協
同
組
合

小
澤
氏
・
広
域
河
野

勝
先
生
・
山
田
部
会
長
・米
田
部
会
長

【
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
打
合
せ
】

現状・課題整理

戦略・施策検討

最終取りまとめ

上
旬

第
５
回

奄
美
群
島
Ｉ
Ｃ
Ｔ
協
議
会

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
中
間
報
告

19

第
４
回

奄
美
群
島
Ｉ
Ｃ
Ｔ
協
議
会

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
つ
い
て

20

（
12
市
町
村
）第
１
回

奄
美
群
島
成
長
戦
略
推
進
懇
話
会

下
旬

（
鹿
児
島
県
）
第
１
回

奄
美
群
島
の
在
り
方
検
討
委
員
会

下
旬

（
鹿
児
島
県
）第
３
回

奄
美
群
島
の
在
り
方
検
討
委
員
会

中
旬

第
６
回

奄
美
群
島
Ｉ
Ｃ
Ｔ
協
議
会

ビ
ジ
ョ
ン
策
定

下
旬

（
鹿
児
島
県
）
第
２
回

奄
美
群
島
の
在
り
方
検
討
委
員
会

中
旬

（
12
市
町
村
）
第
２
回

奄
美
群
島
成
長
戦
略
推
進
懇
話
会

７
月



ビジョン策定体制について 第４回 奄美群島ICT協議会資料 ３－３

（A案） （B案）

奄美群島ICT協議会

ビジョン策定作業部会
委員長・副委員長・部会長･･･

ICTを活用した
産業振興部会

ICT人材育成
部会

ICT企業・仕事
誘致部会

奄美群島ICT協議会

ICTを活用した
産業振興部会

ICT人材育成
部会

ICT企業・仕事
誘致部会

最終的なビジョン策定について
は両案とも協議会

ビジョン策定作業（現状・課題整理，戦略・施策検討）
については，ビジョン策定作業部会において実施
必要に応じて各部会を開催，もしくは作業依頼

ビジョン策定作業（現状・課題整理，戦略・施策検討）
については，各部会において実施


